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第
な ９回ＮＨＫ杯全国高校放送

ぴに校内放送活動研究集

４
ら ンテスト

開催要項

．

会

８．コンテストの各部門

(1)アナウンス

(3)ラジオドキュメント

(5)創作ラジオドラマ

１．目的

現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と、未来

への展望をもつ人間としての成長をめざし、高等学校

の特色ある教育活動の中枢となる校内放送活動の健全

な育成と放送教育の推進をはかる。

(2)朗読

(4)テレビドキュメント

(6)創作テレビドラマ

９．審査員

全国放送教育研究会連盟の推薦する者とＮＨＫ職員

とが審査にあたる。

２．ねらい

（１）美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、

あわせて話す力、表現する力を高める。

（２）校内マスコミの送り手としての自覚と創造性を

育てる。

し(3)学園生活の中にうるおいを育て、心のふれあい
の場をつくる。

（４）発展する社会に対し､放送の果たす役割を学ぶ。

（５）国際理解を深め、人間尊重の心を培う放送の働

きを確かめる。

10．表彰

３．研究主題(統一テーマ）

「われら高校生」と放送

「『われら高校生』と放送」は、高校生のよき連帯、

先生方とのきずな、そして愛校心、地域への結びつき

を、校内放送活動の大切な基盤として、日常の中で考

え、特に主体的な高校生としての取り組みや主張を、

放送活動に展開してほしい。

11．校内放送活動研究集会

校内放送活動から学んだことや、校内放送のアイデ

ィアなどを、発表をとおして研究し、各部門準決勝審

査員の先生からの講評をいただく。

12．日程

７月２３日

全部門

７月２４日

全部門

７月２５日

全部門

Ｌｉ４ ．主催
全国放送教育研究会連盟.Ａ'何尺

（火）

準々決勝

（水）

準決勝

（木）

決勝

５．共催

全国高等学校文化連盟・日本放送教育協会

６．後援

文部科学省・全国高等学校長協会・日本私立中学高

等学校連合会・ＮＨＫサービスセンター・日本放送作

家協会

13．会場

国立オリンピック記念青少年総合センター

渋谷区代々木神園町３－１

全部門準々決勝・準決勝

ＮＨＫホール

渋谷区神南２－２－１

全部門決勝

７．協賛

日本電子機械工業会ほか

３

部門
アナウ

ンス
朗読

ﾄﾞキュメント

ラジオ テレビ

創作ドラマ

ラジオ テレビ

優勝 １ １ １ １ １ １

準優勝 １ １ １ １ １ １

優秀 ２ ２ ２ ２ １ １

優良 ６ ６ ６ ６ ２ ２

入選 5０ 5０ 1０ 1０ ５ ５

制作奨励i:Ｉ 2０ 2０ 1０ 1０



14．参加資格

(1)平成14年７月現在、以下の学校・専修学校・各

種学校に在籍中の生徒及びその作品であること。

・高等学校及び中等教育学校の後期課程

・盲学校・聾学校及び養護学校の各高等部

・高等専門学校（第３年次までの生徒）

・専修学校及び各種学校（修業年限が高等学校と一

致していること）

（２）各部門への参加は、各都道府県高等学校放送教

育研究会(視聴覚研究会を含む)あるいは高等学校
文化連盟の推薦による。

（３）アナウンス・朗読部門は１名１部門とし、番組
は１部門に１校１作品とする。

（４）番組制作の各部門は、高校生の創作に限る。ま

た、他のコンクールなどに参加した作品の参加は

認めない。

へ進出する。

(2)準決勝出場者60名中10名が決勝へ進出する。
ドキュメント部門

（１）エントリーA、Ｂ、Ｃ、Ｄからそれぞれ１０作品

ずつ計40作品が準決勝へ進出する。

(2)準決勝出場40作品中４作品が決勝へ進出する。
創作ドラマ部門

（１）エントリーA、Ｂからそれぞれ１０作品ずつ計
２０作品が準決勝に進出する。

(2)準決勝出場20作品中３作品が決勝へ進出する。

19．推薦締切

各都道府県の研究会からの推薦は、平成１４年６月
２８日（金）必着とする。

各都道府県からの推薦は、エントリー番号を使用す
る。

、§i,霞,i）
※エントリー番号一覧は各都道府県事務局に配布

します。15．エントリー〔各都道府県推薦数〕

20．問い合わせ先

〒150-0047束京都渋谷区神山町1-2第八共同ビル

(財)日本放送教育協会内高校放送コンテスト事務局

Tel：03-3481-1701Fax：O3-5454-1410

E-Nail：nconOnhkk・or,jｐ
＊ただし地方大会の参加校数が100校を越える

都道府県は1.5倍まで、150校を越える都道府県は

2.0倍まで可とする。

*各都道府県の推薦数は上記の限度内において有効

に利用されたい。フルエントリーが望ましいが、

特定の学校に推薦が偏らないように配慮すること。

各都道府県の研究会では、申し込み書等を一括して

コンテスト事務局に送付する。なお参加費は郵便振込

とする。

学校あるいは個人の直接の申し込み、及び作品の直

送は受付けない。
、imiiliii〉

21．著作権料について玉

著作権料については、１０ページのとおりに、各都道

府県ごとに取りまとめ指定口座に納入する。

16．参加費

－１ ００１■。

17．参加作品の著作権は主催団体に帰属する。

したがって、同じ作品または同一素材等を利用し、

改作した類似作品を他の団体の主催するコンクール等

に応募することはできない。

18．準決勝・決勝進出等について

アナウンス・朗読部門

（１）各会場から、それぞれ20名計60名が準決勝

４

アナウンス部門 ６名

朗読部門 ６名

ラジオドキュメント部門 4作品

テレビドキュメント部門 4作品

創作ラジオドラマ部門 2作品

創作テレビドラマ部門一 2作品

アナウンス・朗読部門 各１名 4,000円

ドキュメント部門

創作ドラマ部門
各1作品 6,000円



ＮＣ、学校名、作品名等の他に100字以内のコメン

トを書き、準決勝受付け時に提出し、作品発表前

にステージで読むこと。

注意・カセットテープのＡ面に録音する。

・審査は会場の機材を使用して行なう。

・ドルビー等のノイズリダクション方式を使用

してはいけない。

・リーダーテープの直後から録音し始め、最後に

「制作は○○高等学校放送部倣送委員会等)でし

た｡」というクレジットコールを入れる。

・計時は最初の音から、クレジットコールの終り

（……でした)までとする。

テレビドキュメント部門

（１）７分30秒以上８分以内でまとめる。

（２）ビデオカセットとケースには、必ず様式２に

より、必要事項を記入したものを貼付する。

（３）様式4,5による原稿は準々決勝当日、出場受

付に１部提出する。

注意･作品はVHS(標準モード)で音声はＨｉ－Ｆｉのみ

使用する。

・番組の最後に｢制作:○○高等学校放送部(放送

委員会等)｣というクレジットタイトルを入れる。

・番組の前後に10秒ずつ様式３のテストパター

ンを録画する。

・８ミリ．１６ﾐﾘフイルムを主体としたもの、テレビ

放送番組の再録を主体としたものは認めない。

・審査は会場の機材を使用して行なう。

・ドルビー等のノイズリダクション方式を使用

してはいけない。

・計時は初めのテストパターンの終了時から、終

わりのテストパターンの始まりまでとする。

創作ドラマ部門

（１）創作ラジオドラマ部門・創作テレビドラマ部

門とも８分以内でまとめる。

（２）カセットとケースには必ず様式２により必要

事項を記入したものを貼付する。

（３）様式4,5による台本を準々決勝当日、出場受

付に１部提出する。ただし、Ｂ４，４００字詰め縦

書き原稿用紙１枚以内にドラマのあら筋を書き、

第3.4頁とすること｡その他の規定については、

それぞれラジオドキュメント部門、テレビドキ

ュメント部門の注意に従うこと。

注意・脚本は参加資格を有する自校生徒のオリジナル

作品であること。文芸作品などからの脚色や改

作は認めない。

・出演者は自校生徒に限る。

１．アナウンス部門

自校のニュースや解説など校内放送に使用する内容

とし、原稿は自作したものに限る。

（１）番号、氏名を含め１分10秒以上１分30秒以内

でアナウンスする。

（２）原稿は様式１に従い、制限時間内でアナウンス

できる字数とする。原稿は準々決勝当日、出場受

付に２部提出する。

（３）準決勝では、自分の原稿の他に、課題としてプ

ログラム号にのる指定原稿の中から１つを選び、

アナウンスする。

（４）決勝では、当日提示の課題を加える。

２．朗読部門

…【の5作品から1編を選び､朗読する｡作品の脚色
は認めない。

朗読指定作品

1）「高瀬舟」森鴎外著(新潮文庫）

2）「少年Ｈ」妹尾河童箸(新潮文庫）

3）「イタリアからの手紙」塩野七生箸(新潮文庫）

4）「スタンド・パイ・ミー」ステイーブン・キング箸

山田順子訳（新潮文庫）

5）「土左日記」 紀貫之著

注意：（）内の出版社に限る。５)は現代語訳不可。

１)は指定作品に限る。

（１）番号･氏名・作者名･作品名を含め１分30秒以

上２分以内で朗読する。

（２）原稿は様式１に従い、制限時間内で朗読できる

字数とする。原稿は準々決勝当日、出場受付に２

(《i鼈ソ部提出する。
（３）準決勝では、プログラム号にのる指定原稿の課

題を加える。

（４）決勝では、当日提示の課題を加える。

３．ドキュメント・創作ドラマ部門

高校生活や地域社会とのかかわりの中に広く素材を

求め、ラジオ・テレビの特性を生かして制作された、

高校生としての視点を大切にした、独創的な作品であ

ること。

ラジオドキュメント部門

（１）６分30秒以上７分以内でまとめる。

（２）カセットとケースには必ず様式２により、必要

事項を記入したものを貼付する。

（３）様式4,5による台本を準々決勝当日、出場受付

に１部提出する。

(4)19ページに掲載してある原稿用紙にエントリー

５

第４９回Ⅳ月Ｋ杯全国高校放送コン ア スト参カロ規定



1．アナウンス・朗読部門準々決勝審査規定

（１）各部門とも、３会場に分け、審査員は都道府県

研究会の推薦する者とコンテスト委員会の推薦す

る者をあわせて、それぞれ５名とする。

（２）公開審査とし、審査会の主査はコンテスト委員

会が推薦する。

（３）各部門とも３会場より各20名、計60名を準決

勝出場者として推薦する。

６．創作ドラマ部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝に準じた審査員の他ＮＨＫ番

組制作担当職員１名に審査員を委嘱する。

（２）各部門とも､20作品中それぞれ上位3作品を決

め、決勝に推薦する。

７．決勝審査規定

各部門とも審査員は次のとおりとする。

・文部科学省

・全国高等学校長協会

・日本放送作家協会

・共同通信社

・全国放送教育研究会連盟

・ＮＨＫアナウンス・番組制作担当職員

・ゲスト審査員

２．アナウンス・朗読部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝の他ＮＨＫアナウンス担当職

員１名に審査員を委嘱する。

（２）各部門とも準決勝出場者60名から､10名を決勝

に推薦する。

‘

3．ドキュメント部門準々決勝審査規定

（１）ラジオ・テレビの各部門とも、４会場に分け、

審査員は都道府県研究会の推薦する者とコンテス

ト委員会の推薦する者をあわせて、それぞれ５名

とする。

（２）公開審査とし、審査会の主査はコンテスト委員

会が推薦する。

（３）各部門とも､４会場よりそれぞれ上位10作品を

決め、計40作品を準決勝に推薦する。

8.審査員は､主催者(コンテスト委員会)が委嘱し、

審査員の旅費・宿泊費は所属団体等の負担とする。

9．順位の決定

（１）準々決勝

５名の審査員の最高、最低をカットして300点満

点とし、合計点の高い順に順位を決定する。

（２）準決勝

教育職の審査員の最高最低をカットして500点一

満点とし､合計点の高い順に順位を決定する｡“4．ドキュメント部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝に準じた審査員の他ＮＨＫ番

組制作担当職員１名に審査員を委嘱する。

（２）各部門とも40作品中それぞれ上位4作品を決め、

決勝に推薦する。

※決勝においては準決勝の得点を、準決勝におい

ては準々決勝の得点を参考としない。

５．創作ドラマ部門準々決勝審査規定

（１）ラジオ・テレビの各部門とも、２会場に分け、

審査員は都道府県研究会の推薦する者とコンテス

ト委員会の推薦する者をあわせて、それぞれ５名

とする。

（２）公開審査とし、審査会の主査はコンテスト委員

会の推薦するものがあたる。

（３）各部門とも､２会場よりそれぞれ上位10作品を

決め、計20作品を準決勝に推薦する。

第４９回ⅣＨＫ杯全国高校放送コン フー スト

審査員委嘱ならぴに審査の規定



１．アナウンス部門

（１）自校のニュースや解説など、高校生活の中から

生まれた若者の声としての内容が課題となってい

る。

（２）自校の校内放送に使用する内容でなければなら

ない。

（３）審査の視点と配点

ア．原稿（ｱ)素材の選び方（ｲ)文章表現（ｳ）

内容

イ．アナウンスの技術（ｱ)マイクの使い方

（ｲ)発声の)発音（ｴ)アクセント（ｵ)イント

ネーション（力)テンポ（ｷ)ポーズのとり方

し(4)点数は100点法｡おおむねｱ.の項を30%、
イ．の項を７０％として採点する。

元テーマ点(50点）

テーマを理解し、番組内容にテーマを効果的に

表現しているか。

ａ･テーマをよくとらえ見事に表現している

ｂ・テーマにふさわしい

ｃ･テーマにふさわしいが今一歩

ｄ､テーマがややずれている

ｅ・テーマにふさわしくない

イ．制作技術点(50点）

審査の視点として、（ｱ)制作の手法（ｲ)取材の

方法や努力（ｳ)企画構成（ｴ)演出･編集（ｵ）

技術(録音録画の技術〈アナウンスやナレー

ションの技術、音楽や効果音の使い方）

ａ.特にすぐれている

ｂ､すぐれている

ｃ・ふつうである

．.やや劣る

ｅ､はなはだしく劣る

２朗読部門

（１）指定作品の中から１編を選び(自己の表現した

い部分を任意選択のうえ、規定時間内で読む。作

品のアレンジは認めない。

（２）審査の視点と配点

ア．原稿（ｱ)作品の選定（ｲ)朗読部分の抽出の

仕方の)内容

イ．朗読の技術（ｱ)マイクの使い方（ｲ)発声

（ｳ)発音（ｴ)アクセント付)イントネーショ

ン（力)テンポ（ｷ)ポーズのとり方（ｸ)内容

の把握（ｹ)表現の仕方

（３）点数は100点法｡おおむねア.の項を30％､イ．

の項を70％として採点する。

4．創作ドラマ部門

（１）ラジオ･テレビのそれぞれについて、ドラマ部

門として審査する。

（２）原作、脚本､演出・出演などすべて高校生自身

による創作作品であること。

（３）審査の視点と配点

テーマ点50点と制作技術点50点とに分けて配

点する。

…

テーマ点と製作技術点の審査の視点は「ドキュ

メント部門」に準ずるが、テーマの設定や演出、

演技など、「ドラマ部門」の特性に留意したもの

であること。

３．ドキュメント部Pヨ

（１）ラジオ・テレビのそれぞれについて、ドキュメ

ント部門として審査する。

（２）番組制作への取り組みは、「『われら高校生』と

放送」という統一テーマのねらいを基盤として、

それぞれの学校がその実態や地域性を考えた適切

な素材を求め、ラジオ・テレビの特性を活かして

作品に表現する。

（３）審査の視点と配点

テーマ点50点と製作技術点50点とに分けて配点

する。

７
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この様式はコンテストを円滑に運営するため設け

ました。下記の様式と相違した時は不利になることが

ありますので、ご協力下さい。

様式４ドキュメント・創作ドラマ制作台本(1部提出）

Ｂ４の用紙を使用。縦書きとする。右綴じで、第１頁

を表紙とし、第１頁(表紙)と第２頁(制作意図)は１８

ページの用紙をＢ４に拡大コピーして用いる。ドキュ

メント部門は第３頁から台本を書き､「ドラマ部門は第

３，４頁は400字詰め原稿用紙であら筋、第５頁から台

本を書く｡台本の本文は独自の台本用紙を用いてよい。

様式１アナウンス・朗読原稿(2部提出）

１６ページの原稿用紙をコピーして使用する。２枚目

以降は市販の原稿用紙(B5-400字詰)で可｡右綴じ出来

上がりＢ６大となる。

様式５著作権に関する内容

各校は、コンテスト参加の番組作品台本末尾に、１９

ページの様式５の用紙を用いて次の著作物の出所を

明示する。

「音楽､美術､写真､放送番組､パソコン」などに=､i､蟻､）
いて

著作権者の許諾を得た上で、①引用した作品名や図

書名等、②制作会社名及び発売会社名等、③作者名、

著作者名等、④引用した部分に出演者等がいる場合は

その名前等、自己保有でない場合は⑤所有者名を付記

する。なお、著作権者などが不明の場合はその旨を明

記すること。

音楽など数曲、数件にわたる場合は、使用の順に記

入。

放送コンテストは高校生の創造性を大切にしたい。

『放送をとおして、高等学校の生活をより豊に育てて

いこうとする大きな営みをしていることの自覚と実践

艀爲駕鯛誇驍聲懸重菫ｔＪ
い。

著作権について

（｢著作権法｣には､次のように決められていますので、

守って下さい｡）

音楽、写真、美術放送番組やパソコンなど、自作

以外の著作物の複製を利用する場合は、著作権者に使

用目的などを説明して理解と協力を求め、使用許可を

得ること。同様にプライバシーを含む人権についても

十分配慮し、許可を得ること。

参加作品をＮＨＫが放送に用いる場合、放送のため

の権利処理ができないものについては、放送を見合わ

せたり、一部を編集して放送する。

様式２カセットとケースのシール

2-1．）ラジオ番組カセットテープのケース用

※カセットハーフにも、下記のように部門・エント

リー番号・作品名を記入したものを貼付する。

２－２）ラジオ番組カセットテープのハーフ用

ドキュメント・創作ドラマ部門の別を記入

作品名
エントリー番号

※アナウンス・朗読原稿（２部)、ドキュメント・

創作ドラマ制作台本（１部）は準々決勝当日、出場

受付に提出する。

２－３）テレビ番組ビデオテープ及びケース用

(ラジオ番組用と同じ）

様式３テストパターン

１７ページのテストパターンを使用する。

第４９回Ⅳ月Ｋ杯全国高校放送．ン フー スト様式

第４９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト参加作品

エントリー

番号
部門番

都道府県

校
名

作品名



､.L理初『。.‐に

次の５点に気をつけて著作権処理と明細書の記入を正確に行って下さい。①使用できない外

国曲や専属曲は使用しない。②JASRACが管理しているか否かについてはJASRACのホームページ

から作品データベース検索（JASRAC作品検索サービス『Ｊ－ＷＩＤ』）http://www・ｊａｓｒａｃ･ｏｒ・ｊｐ

を開き、確実に検索を行う。③基本的に使用したすべての楽曲をJASRACの明細書へ記入するが、

著作権フリーの楽曲及び自作のオリジナル楽曲と著作権保護期間が過ぎた楽曲は、使用料はか

からない。④使用楽曲が、著作権フリーや自作のオリジナル楽曲のみの場合は明細書への記入

はしない。⑤明細書への記入については記入例を参考に、手引きをよく読んで行う。

著作"-座‐権処理（音源使用j註j謡

音源製作会社へ１５ページ様式６のコピーを使って許可申請を行います。会社によっては朱肉

による印影がないものを正式な書類としないところがありますので、FAXだけでなく郵送を求

めることがあります。また、この段階で、使用料を請求されることもあります。

｢明細 参鵬シ記入１１

ラジオドキュメント・創作ラジオドラマ部門テレビドキュメント・創作テレビドラマ部門

「録音使用著作物明細書」を使用する。「ビデオグラム録音使用明細書」を使用。

①オーディオテープに○をする。①申請日都道府県大会の日。

しo雲蟇誓彗鯰府質から記入し､顧問印応募作品ﾀｲﾄﾙ名｡部門の別を（）
②ピデオグラム題名

を押す。（印は無くても良い）書きする。

手続担当者は顧問氏名。③申請回数は「００１」。形式は「Ａ」。

TELは学校電話番号。内容は「３０」。用途は「０９」。発

使用者コード欄は記入しない。 売または頒布年月日は都道府県大会の

③製造番号は記入せず、製造数は「１」。 日。小売価格は「Ｏ」。製造数は「１」。
④タイトル欄総再生時間は応募作品の再生時間。

応募作品タイトル名を記入し、部門の④ビデオグラム製作者名学校名を都道府

別を必ず（）書きする。県名から記入。住所は学校の住所。電

⑤発売（頒布）西暦年月日話番号は学校の電話番号。担当者名は

都道府県大会の日。定価は「Ｏ」円。顧問氏名。

⑥著作物題名（原題名）、作（訳）詞者⑤作品名、作（訳）詞者名、作（編）曲
名、作（編）曲者名、使用時間者名、音楽出版社名、使用時間

使用した録音著作物を記入。アルバム使用した録音著作物を記入。アルバム

からの場合、アルバム名ではなく楽曲からの場合、アルバム名ではなく楽曲

名。支払いの必要のない楽曲や、著作名。音楽出版社名欄は填J刃J拭え』鯛。支

舳雲:誓蹄讓豊馴繍傘堯か減した楽曲についても記入し､その旨
払いの必要のない楽曲や、著作権の消

らの曲だけの自演の場合も同様の処理明記。歌詞だけの引用や楽譜からの曲

をし、記入する。だけの自演の場合も同様の処理をし、

記入する。

徳用料の計算

著作物１曲５分までについてラジオは２１０円（テレビは４２０円）を明細書の該当欄の右
余白に書き込む。使用料のかからないものについては０円。合計金額を計算し記入する。

台本への記露 書のコピーの 沿穴

使用した音楽著作物は様式規定５に従い、台本末尾に他の著作物とともにすべて記載する。

著作権フリーのもの、自作したものについてはそれが分かるように必ず明記する。音源制作会
社からの許諾と明細書のコピーを台本末尾に貼付する。

雪，,と健用料の支払い〃Ⅱ

各学校は都道府県大会の場で、明細書を提出する。都道府県のコンテスト事務局は提出され
た書類に必ず目を通し、不備がないことを確認し、金額の計算にもミスがないことを確認する。
台本末尾に様式５の記載があり、コピーが貼付されていることも確認する。すべての楽曲が著
作権フリー又は自作の場合は、コピーは不要。

９
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第49回コンテスト会場一覧

1２

第49回コンテスト日程一覧

’

，

会場 住所・電話 交通

国立オリンピック記念

青少年総合センター

渋谷区代々木神園町３－１

TｂｌＯ３－３４６７－７２０１

小田急線参宮橋駅徒歩７分

地下鉄代々木公園徒歩１０分

ＮＨＫ放送センター

ＮＨＫホール

渋谷区神南２－２－１

TｂｌＯ３－３４６５－１１１１

ＪＲ渋谷駅徒歩１０分

地下鉄代々木公園徒歩６分

部門

月日 ７月２２日(月） ７月２３日（火） ７月２４日（水） ７月２５日（木）

総合受付 １４:00~１７:ＯＯ

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰ

ｾﾝﾀｰii306号室

９：００～１５：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

３０６号室

９：００～１２：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

３０６号室

校内放送

研究発表会
９：００～１７：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

３１０ ， ３１１号室

アナウンス

朗読

ラシ゛オト゛キュメント

テレヒ゛ト゛キュメント

創作ラジオﾄﾞラマ

創作テレビト゛ラマ

準々決勝９:00-12:3０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

Ａ会場１０１号室

Ｂ会場１０２号室

Ｃ会場５０１号室

準々決勝１３:00-17:3０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

Ａ会場１０１号室

Ｂ会場１０２号室

ｃ会場５０１号室

準々決勝９:00-17:0０

Ａ会場４０３号室

Ｂ会場４０５号室

Ｃ会場４０９号室

Ｄ会場５１３号室

準々決勝９:00-17:0０

Ａ会場３０９号室

Ｂ会場３１０号室

Ｃ会場３１１号室

Ｄ会場４１６号室

準々決勝９:00-17:0０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

Ａ会場４１７号室

Ｂ会場４０１号室

準々決勝９:00-17:0０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｶﾙﾁｬｰ棟

Ａ会場大ホール

Ｂ会場小ホール

準決勝

９：００～１２：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｶﾙﾁｬｰ棟

小ホール

準決勝

１３：００～１７：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｶﾙﾁｬｰ棟

小ホール

準決勝

９：００～１６：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

５０１号室

準決勝

９：００～１６：３０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

４１７号室

準決勝

９：００～１２：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｶﾙﾁｬｰ棟

大ホール

準決勝

１３：００～１７：００

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｶﾙﾁｬｰ棟

大ホール

ｺﾝﾃｽﾄ事務局長

会議

１８:００~20:0０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

５１３号室



今大会の変更点について

以下の点が前大会との変更点です。十分注意をして下さい。

①開催要項14．参加資格、において高等学校に準じる学校の参加について、多少細かく明記しました。①開催要項14．参加資格、

②アナウンス・朗読部門の準々決勝は大会１日目の７月２３日（火）に準決勝は２日目の２４日1Z

に

アーナウンスが先で、朗読が後に審査されます。行います。準々決勝は、

になります。ワイエ・ＭＩＩ合し

③ドキュメント・創作ドラマ部門の審査で使用する機材はオリンピックセンターの機材です。

テレビはⅢS(標準_モード)のをとします。黄j室kui二Ej-QZ22とします。

④テレビ部門のテストパターンはiﾖiizii-aLをfhj]i二便hF1して下さい。 。

い ０

⑤ドキュメント部門の作品テープは昨年同様全国大会準々決勝当日、会場受付に提示します。台本１部は

達場受付で渡して下さい｡そのときｴﾝﾄﾘｰ番号ｶｰﾄﾞを受け取ってください｡'E品Q再生操lEkj:会場
の運営の先生が行いますので、審査の際に会場の運営の先生にテープを渡してください。その後返却され

テープの巻き戻しについては会場運営の先垈の指示に従っますので代表者が保管して下さい。 い ◎

準決勝に進出した作品は再生審査の後事務局が預かります。準決勝進出作品については原則として作品の

合本につい返却はいたしません。また、 ◎

ラジオドキュメント部門番組紹介コメントは、全国大会進出校はすべて記入し用意しておいて下さい。

⑥創作ラジオー 。会場:ラマ部門の準々決勝審査はカルチーャニ棟

し、エントリー番号カードを受け取ってください。佳品テープは全化受付で作品テープと合本１畠
h日

ﾛ正

してください。準決勝進出作品については

再生審査の後、事務局が預かります。準決勝進出作品については原則として作品の返却はいたしません。

魅た、
⑦訓 圭丈．会場受付で作品行い:ラマレビ

テープと合本１： し、エントリー番号カードを受け取ってください。

してください。準決勝進出作品については再生審査の

後、事務局が預かります。準決勝進出作品については原則として作品の返却はいたしません。また、台杢

べて事務局で預かりますので一切返却は致しませＡこつい 。

⑧
⑨

校内放送研究発表会については、 とします。

コピー にまとめました。

して下さい。物一瞥については指定様式用紙を拡大コーピー

⑩音楽著作物についての著作権処理について、特にテレビ番組については外国曲や専属曲の使用で事後処

理となったケースが相変わらずあります。 JASRACホームページでの検索を行い､_使用で

：さい ◎

1３



レコード会社一覧(日本レコード協会）2002.2.27現在

名担当部署
電話番号ＦＡＸ番号

販売会社
郵便番号住所

日本コロムビア株式会社
107-8011港区赤坂4-14-14

法務部
Ｏ3-3584-8208 O3－３５８２－９８５７

ビクターエンタテインメント株式会社
107-0061港区北青山3-6-7パラシオタワー

法務グループ
０３－５４６７－５７４２ 0３－５４６７－６８９８

キングレコード株式会社
112-0013文京区音羽1-2-3

総務部法務グループ
０３－３９４５－２３５６０３－３９４５－１７１７

株式会社テイチクエンタテインメント法務部契約管理グループ
150-8514渋谷区神宮前6-27-8京セラ原宿ビル６Ｆ03-5778-172303-5778-1725

＊ユニバーサルミュージック株式会社
154-0004世田谷区太子堂4-1-1ｷﾔﾛｯﾄﾀﾜ－１６Ｆ

管理本部経理部著作権グループ
Ｏ3－３４８７－１３７１０３－３４８７－１３３４

東芝ＥＭＩ株式会社
107-8510港区赤坂2-2-17

営業本部ＤＳ部
Ｏ３－５５１２－ｌ７６３ O3－５５１２－１７７１

日本クラウン株式会社
107-8405港区赤坂2-10-8信和ピル

管理グループ法務部
Ｏ3－３５８２－４７４１０３－３５８２－１０９１

‘株式会社徳間ジャパンコミュニケーションズ

107-8584港区南青山3-1-1プラザ246青山ﾋﾞﾙ2F･3Ｆ
管理本部

Ｏ３－３７４６－２８１７ 0３－３７４６－１６３１

株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント
lO2-8353千代田区六番町4-5

契約部
０３－３５１５-5６３１ 0３－３５１５－５１６６

株式会社ポニーキャニオン
105-8487港区虎ノ用2-5-10

法務部
Ｏ3－５５２１－８００５０３－５５２１－８１０５

株式会社ワーナーミュージック・ジャパン
107-8639港区北青山3-1-2

法務部
Ｏ３－５４１２－３１２００３－５４１２－３１３９

株式会社フォーライフミュージックエンタテイメント
154-8558世田谷区池尻3-28-8

Ａ＆Ｒ管理部
０３－５４３０－３１０５ 0３－５４３０－９５８４

株式会社パップ編成部ライツ業務課
102-0081千代田区四番町5-6日本ﾃﾚﾋﾞ四番町別館4Ｆ03-3234-571203-3237-9388

株式会社ＢＭＧファンハウス
l50-0002渋谷区渋谷2-15-ｌ渋谷ｸﾛｽﾀﾜｰ１６Ｆ

管理本部法務部契約課
０３－３７９７－9３９３０３－３４９９－１７００

パイオニアＬＤＣ株式会社

150-8506渋谷区恵比寿南1-20-6
管理部企画管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ契約法務ﾁｰﾑ
０３－５７２１－１３５６０３－５７２１－９８７９

､mii蝋;』
株式会社ビーグラムレコーズ-

106-0032港区六本木5-2-2森本六本木ビル６Ｆ 0３－３４７９－２３７１０３－３４７９－１８８３

エイベックス株式会社

107-8577港区南青山3-1-30住友生命青山ビル
契約部

０３－５４１３－８５０３ 03-5413-8803

株式会社プライエイド・レコーズ

150-0022渋谷区恵比寿南2-14-6
管理部

Ｏ3－３７１０－０５１０ O3－５７２１－３２５５

＃株式会社トライエム

107-0052港区赤坂6-6-20テルウエル赤坂
管理部法務グループ
Ｏ3－５５６２－２８１００３－５５６２－２８２０

株式会社ジヤニーズ・エンタテイメン卜

107-0052港区赤坂7-10-20ＪＨＯＵＳＥ１/2Ｆ 0３－５５７０－０３０３０３－５５７０－１３２３

ロードランナー・ジャパン株式会社
l50-OO46渋谷区神南1-6-6オザワ･ビル５Ｆ 0３－３４６３－６９０７03-5728-5888

ゾンバ・レコーズ・ジャパン株式会社
107-0062港区南青山3-1-30住友生命青山ビル

管理部
０３－５７７５－５４６１ 0３－５７７５－５４６２

＊ホ・リグﾗﾑ、ﾌｵﾉｸﾞﾗﾑ、ホ．リドール、ｷﾃｲｰ、ﾏｰｷｭﾘｰ･ミュージック･ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙビクター
＃ﾒﾙﾀﾞｯｸから変更

※旧ﾊﾞﾝﾀﾞｲ･ﾐｭｰｼﾞｯｸｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄは、（株)ｴﾓｰｼﾖﾝﾐｭｰｼﾞｯｸ(TelO3-5379-3520)が継承

を含む

1４



年月日様式６

音源使用許飴申請書
｢ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト」［録音・録画］

御中(レコード会社名）

Ｔ

所在地

学校名

校長名
印担当教員名

電話：

FAX

下記の内容で、貴社製作の音源を使用したく許諾を申請します。なお、本複製物について下記
の目的以外に使用しないこと、（社）日本音楽著作権協会へ申請することを約します。

１．使用音源（アルバムタイトル／製造番号）

２．使用目的：

「ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト（高校生自作の［ラジオ・テレビ］番組)」応募のため。し
なお、本番組は、審査時と受賞作品としての放送時のみの使用とします。

３．企画内容

ア．応募作品のタイトル：

イ．規格：［録音カセットテープ・ＶＨＳビデオテープ］
ウ．複製本数： 本

エ．当該音源使用の内容①使用楽曲タイトル：

②レコード会社名：

③カタログ番号：

④収録時間秒

４．応募作品の権利が主催者に帰属する場合であっても、使用音源の権利は移転しないことを
主催者との間で確認します。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■■■■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣－－￣￣￣￣￣￣－

年月日

音源使用申請に対する回答害

翅学校名
ご担当教員 殿

音源製作会社：

著作権担当部署

責任者名

担当者 印

Ｔ

所在地

電話

ＦＡＸ

上記の件に関し、

Ａ否許諾とさせていただきます。

Ｂ下記条件にて承諾します。

＜使用条件＞
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様式２

ラジオ番組カセットテープのケース用 テレビ番組ビデオテープ及びケース用

佼
名

ラジオ番組カセットテープのハーフ用

様式３テストパターン(静止画）

…

1７

第４９回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト参加作品
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校
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校内放送研究発表会案内

校内放送研究発表会を本年度も以下の通りに行います。

本年度よりパソコンを用いたプレゼンテーションとなりますので規定をよく確認の上ご参加
下さい。質疑の時間も予定しますので、当日の見学の方も多数お待ちしています。

記

１．目的

日常の校内放送活動の中から、

会を設け、各学校が持っているｉ

ます゜

内放送活動の中から、問題解決の努力または技術的な創意工夫などを発表する機
各学校が持っている問題を共有し、ともに解決する場所を提供する事を目的とし

２．参加資格

①参加資格はコンテスト参加資格に準じます。

②参加校数は、各都道府県から２校までとします。

３．日時と会場

①日時２００２年７月２４日（水）９：００～１７：００

②会場国立オリンピック記念青少年総合センター ､`鑿ii;ﾀノ

４．発表規定

①発表内容は、校内放送に関するものに限ります。

（校内放送の技術、機材関係、アナウンス・朗読の技術、番組制作・編集の技術、
部活動・委員会活動の運営方法など）

②申し込み時に研究の要旨（２００字程度の電子データ）を提出してください。

③本年度よりパソコンを用いたプレゼンテーション（発表）とします。
提示用のスクリーンは１面のみとします。

主催者はノートパソコンと以下のパソコンソフトを用意します。

パソコンソフトー覧

IntcrnctExplorer55、PowerPoint(Ｒ)2000、ｗｏｒｄ2000、一太郎VerlO
注lnle｢neIExpIo『e『、PowerPoinIおよびＷｏｒｄは米国MicrosoftCo｢poraIionの米国およびその他の国の登録商標です。

一太郎は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。

パソコンのデータは、１枚のフロッピーに収まるようにしてください。

（ＭＯやＺＩＰなどは使用できません）

インターネットには接続できません。

その他にも、ＶＨＳビデオデッキ、カセットレコーダーを用意します。

“

吏用材に関して不明な 必ず事務月へ問い合わ _ださい｡_＿

④発表時間は機材調整を含め８分以内とし、発表者は機器操作を含め３名以内とします。

また、会場に資料を配付してもかまいません。（配布は、発表時間内でお願いします）

５．参加費および推薦締切

参加費は、３，０００円です。

参加費および申込書の締切は、２００２年６月２８日（金）必着とします。

６．その他

①発表は研究テーマごとに行う予定です。発表順は事務局から連絡します。

②発表する学校は、他の各部門と同様に総合受付をして下さい。

③発表した学校には、『研究奨励』をお渡しします。

2０



ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに関わる皆様へ

高校放送コンテスト「ロゴマーク」の新デザイン募集について
ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト委員会

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストは関係各校の皆様から多大なご協力とご支援をいただき、

2003年７月には、第５０回大会を迎えようとしています。高校放送コンテスト委員会では、５０

回大会の記念事業の一つとして、下記のように高校放送コンテストのロゴマークの新デザインを

募集することになりました。皆様の応募をお待ちしています。

記

１．デザイン

①応募デザインのサイズは、縦100ｍｍ×横100ｍｍとします。

②ロゴマークの中には「ＮＨＫ杯」の文字を必ず入れます。

③用紙はＢ５版縦書き、背景色は白無地、デザインの部分は黒色とします。

④デザインの余白、下部に下記のように応募者の連絡先などを明記します。

… 問名

２．応墓

①高校生及びＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに参加した経験のある方。

②応募は無料で、一人何点でも可能です。

３．募集期間２００２年４月１日（月）から２００２年８月２３日（金）（当日消印有効）

４．応募先（問い合わせ先）

〒150-0047東京都渋谷区神山町１－２第八協同ビル

（財）日本放送教育協会内高校放送コンテスト事務局

鼬、：03-3481-1701

※必ず郵送にて応募してください。郵送の際は、デザイン部う

てください。

ロゴマーク係

ン部分が折れ曲がらないように配慮し

５．表彰

①新ロゴマークはコンテスト委員会で、厳正、公平に協議し決定します。

②５０回大会から新ロゴマークを使用する予定です。採用された方には決勝大会において表彰
し、記念品を贈呈します。

６．その他

①応募デザインの著作権はコンテスト主催団体に帰属することとします。
②必要に応じて､改めてオリジナルなどのデータを求めることがあります。
③他のコンクールなどに応募した作品は認めません。応募作品は返却しま
せんのでご了承下さい。

④新ロゴマークは、コンテスト関連配布物、印刷物などに使用します。 ⑲
現在のコンテストロゴマーク

以上

２１

フリガナ （）学年又は（）才

氏名 顧問名

学校名

学校住所
Ｔ

学校電話番号 ＦＡＸ番号



多くのご要望にお応えして今年もArkyが著作権フリーのＢＧＭ集を製作･発売１
今回も全放連の先生方が生徒の皆さんの視点により企画･監修してくださいました。

校内放送や映像･演劇､またコンテスト応募作品のＢＧＭとしてお使い下さい。

皆さんのご要望におlibiえして生演奏の楽曲も加わりました！全放連の先生方による参考のためのイメージ･使用例付１

内容:ＣＤ4枚組／曲数:ＢＧＭ60曲･ブリッジ･ﾁｬｲﾑ50曲／価格:１万円(税別）／送料:全国一律700円(税別）

※2000年版と2001年版は全曲それぞれ別の曲が収録されております。

数：ＢＧＭ６０曲ブリッジ５０曲

料；全国一律７００円(税別）
内容：ＣＤ4枚組曲

価格：１万円(税別）送ｊ２０００年版も好評発売中

~二認について 、薗越ij）

このＢＧＭ集に収録されている曲は､生徒の皆さんが学校活動で使用される限り｢著作権｣及び｢音源使用権｣の処理が
不要となります。

営利目的での使用はじめ､学校活動とは関係ない生徒個人での使用は許可されておりません。

お己月
代金のお支払方法は郵便振替又は銀行振込にてお願いいたします。
商品に請求書･郵便振替用紙を同封させて頂きますので､商品到着後1週間以内に最寄の郵便局又は銀行にてお振込
頂きます様お願いいたします。
尚､お振込手数料につきましては､お客様のご負担とさせて頂きますのでご了承下さいます様お願い申し上げます。

ｊ竃ﾖ血目

下記の注文書にご記入の上､FAXにてお申し込み下さい。(Arkyのホームページからもご注文頂けます｡www・arkycojp）
2000年版・2001年版ともご注文を頂き次第､お送りいたします。

■Ⅱ、■Ｕ■Ｄ--￣ＩＤ￣■■■■.■■・■■■■‐■■l■■■･￣．．I■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■'１■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-■■－１￣Ⅱ■■■■、■■■■￣■■■■■■■■■■-■■■■￣■■■■￣￣

FAX送信先ＯＳ－ＳＳＳＳ－６６フら

L」ＬＪＵＵｊＵＪ

注文書(FAX送‘言「

・
・
・
■ 糸 6）

〆 ＳｃｈｏｏｌＬｉｆｅＭｕｓｉｃ２０００年版．2001年版［校内放送･コンテストのためのBGM集］

学校名

学校住所

ｌ
Ｔ

ＴＥＬ ＦＡＸ

メールアドレス

所属部名 顧問名

ご注文者 （先生・生徒）

セット数※お間違いのないようご注意願います。 2001年版セット 2000年REセツト
ノ
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一！】天Ｉｒ汐

ＢｌｏｗｓｇＲｐｎｏｏ日左尽語肋

、l恒

己=ｈ曰、

函１「.Ｂ【Ⅱ】

pH鰯暴Jll蕊露勇ら

※市販のマイクを使用して自分の声を録音すると､モデル音声とのイントネーションの比較が､グラフで視覚的に確認できます唇

ＮＨＫ発音アクセント辞典､待望のＣＤ－ＲＯＭ化
ロングセラー｢ＮＨＫ日本語発音アクセント辞典｣の完全デジタル化。

活字版Ｓ万9千語のすべての発音･アクセントをＮＨＫアナウンサーの肉声で収録､さらにＣＤ－ＲＯＭならではの多彩な検索が可能です。

加賀美幸子アナウンサーによる解説やＮＨＫ放送技術研究所の開発した話速･抑揚変換で発音･アクセントの学習用としても最適。

アナウンサー､声優志望者､朗読愛好者必携のＣＤ－ＲＯＭです。

]'Ｌ＿子アナウンサー

プ□フィール

｢NHK7時のニュース」「日曜美術館」「くらしの1分メモ｣などの報道､教養番組にアナウンサーとして携わってきた。

現在は｢NHKアーカイブス」「ラジオ深夜便」「古典朗読｣を担当。

昭和１８年の発刊からもうすぐ60年､「日本語発音アクセント辞美｣はＮＨＫの話し言葉研究の大きな財産です｡私はスタジオに必ず持っていき少しでも疑問があ

ml調|くようにしていますが､新たな発見に爾くことも度々です｡待ちに待った音声付きの｢CDROM版NHK日本語発音アクセント辞巽上これから飯読を学んだり、

アナウンサーを目指す人はもちろん､言興に関心のある人､悩む人多くの人々にとって正確な発音･アクセントを聞きながら学ぶことは大きな力になるはずです。

ＭＶＫ圀脇IMF〒150-8081束京都渋谷区宇田lIl町41-1TELO33780333g直販部FAXD3-3780-337gNHK出版ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽhttp://wwwnhk-bookco1p
￣一￣￣－－￣￣Ⅱ■■■￣￣－－Ⅱ■■■■■■￣￣￣￣￣Ⅱ■■■￣￣－１■■■■■■￣￣￣￣－－I■■■Ⅱ■■■■■■－－－－￣

ｉＥＫＦＡＸ送日；,！ FAX送信先ＯＳ－ＳフＢＯ－ＳＳフ９ ※送料:部数に関係なく､１回のお申し込みにつき240円です。

ＣＤ－ＲＯＭＮＨＫ日本｡吾発音アクセント

学校名

Ｔ学校住所

TEL FＡＸ

メールアドレス

所属部名 顧問名

(先生･生徒）ご注文書

お申し込み数※お間違いのないようご注意願います。 部



プリンターの新領域をひらく

職員室に、敏腕秘書
お手持ちのパソコンで作成した原稿をダイレクトにプリント

データ原稿をそのままプリントするため､写真や細字までクッ

キリ鮮明｡よく使う書式などは､データをプ'レター内のメモリ

に保存しておけば､いつでもすぐにプリントできます。

パソコン画面でプリンターの状態をモニタリング

ﾌﾟﾘﾝﾀｰの作動状況やｾｯﾄきれている用紙のサイズ､消耗

品の残量などを確認できます。

●毎分最高130枚の高速出力生徒全員に配るプリントも、

これなら速い｡学期末のﾌﾟﾘﾝﾄﾗｯｼｭも解消できます。

●プリント単価も断然｢安い」

テスト

テキスト

家族へのお知らせ

学級新聞

文集

パソコンで作った原稿をﾀﾞｲﾚｸﾄに出力できる。

えんぴつ文字の手がき原稿をプリントすることも可能です。

nP250の｜杠叡110芯 JTwｂＵＷ１ＵＯｊｆＴ５００加

ヴヂー

ｍｌ２Ｈ９８霊１円５４籍６８銭３９揺１６

ＮＥＷ
※Ａ４判:同一原稿プリント(画像面積10軸)時｡ＲＰﾏｽﾀｰ05使用の場合｡用紙代別。

ハイスピード&ローコスト｡デジタルプリンターの新基準。Ｂ４判対応

ﾘｿｸﾞﾗﾌﾉﾐＰ２ｓｏ

毎分で30枚の高速出力ＲISOﾌﾟﾘﾝﾀｰ

⑰理想科学工業株式会社
本社／〒108-8385束京都港区芝5-34-7お客様相談室画0120-534-881●ホームベージhttp://www・risoco､Ip／
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